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1) Masayuki SHIMONO　環境科学大阪株式会社

はじめに
近年の水生昆虫熱の高まりは本年 1 月に発刊された

「日本の水生昆虫 ( 中島ほか，2020)」で更に火が付け
られたようで，筆者を含め，本書に端を発した人々の活
発な動きが周囲で起きている．このような中，これまで
兵庫県からの記録がなかったと思われる 2 種の甲虫を
南あわじ市の海岸で観察する機会を得た．分布の記録と
して報告する．また，報告するにあたり，これまで国内
各地で報告された文献情報を整理し，短報等に残された
観察情報との比較の結果も紹介しておきたい．なお，採
集および目撃による確認は全て筆者である．

各種の報告
1.ニッポンセスジダルマガムシ　Ochthebius nipponicus Jack, 1998

< データ >10exs. ほか多数（100 以上）目撃，南あわじ市灘土生，

25. viii. 2019.；1ex.，同，18. i. 2020.

＜現地の様子・観察記録＞
確認地である灘土生は淡路島の諭鶴羽山地南側に位

置している（図 1）．諭鶴羽山地からの急峻な斜面はそ
のまま海岸部まで達しており，海に面した崖地の下部に
は岩盤が露出し，複数個所で水がしみ出しその表面を
伝っていた（図 2）．

8 月は，岩盤表面の水膜中に体を浸らせて活動する
多数の個体を確認し，その一部を採集したものである．
岩盤のえぐれた箇所や，やや奥まって陰になる位置から
確認できた個体数が多く感じたが，陽当たりの良い位置
や崖上から流れ下る水により沢状となった細流からも観
察された．ただし，周辺の岩盤上のしみ出し箇所には多
数の個体が活動していたことに対し，細流からは流れか
ら突き出した石の側面から 1 個体が確認されたのみで
あった．このことから、細流は通常の生息環境ではない
と思われた．しみ出し箇所では本種に混じり，コモンシ
ジミガムシ Laccobius oscillans Sharp, 1884 も確認された．

1 月は，冬季の状態の確認を思い立ち同地に赴いた．
本種が観察されていた崖下の水のしみ出し箇所は土砂の
崩落による埋没，あるいは水がしみ出しておらず，観察
に適した箇所数が減少していた．結局，陽当たりのよい
位置のしみ出し箇所から１個体が確認されたのみであっ
た．この個体は，8 月と同様，水膜中に体を浸らせて活
動していた（図 3）．

＜他の情報との比較から＞
ニッポンセスジダルマガムシは，産地は局地的で稀

であるが，分布は広いことから今後各地で発見される可
能性がある種である ( 中島ほか，2020)．これまで 7 都

きべりはむし， 43 (1): 1-5

南あわじ市からのニッポンセスジダルマガムシとババチビドロムシの記録
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図1　確認環境（ニッポンセスジダルマガムシ）． 図2　岩盤上のしみ出し箇所．
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県からの報告があった．報告された記録を基にした分布
を図 4 に示す．また，確認地や環境に関する情報等を
引用した文献名とともに表 1 に示した．

本種は新井ほか（2004）の中で，「岸壁に真水が滴
る場所に生息するようで純粋な潮間帯の種とは言えない
かも知れない」と指摘されていた．当時までの記録が伊
豆半島と沖縄本島，宮古島であり，いずれも海岸部での
発見であったが崖に滴る淡水中から確認されていたから
であろう．その後も茨城県と福島県，千葉県の海岸部の
崖からの確認が続いたが，新井（2011）によって関東
内陸部，埼玉県秩父市の川沿いの岸壁下部での確認例が
報告された．今回の記録地である淡路島は，静岡県－沖
縄県間の分布の空白地帯の中に位置していた．今後，各
地で発見されることを期待したい．

何を手掛かりに探せばよいか，例えば本種を探索す
る際に目安となる昆虫がいないものか考えてみた．今回
同時に確認されたコモンシジミガムシは菅谷 (2009) と
新井 (2011) も報告していたが，コモンシジミガムシは
各地に普通な種であり，残念ながら目安には使えないと

思われた．ひとまずは海岸近く ( 内陸部でもよいと思わ
れるが ) の水のしみ出し箇所を注意深く巡ってみるしか
ないのだろう．ただ，淡路島では 1 月に成虫が確認さ
れており，これまでの国内からの記録と併せると，本種
は季節を選ばずに探索できる可能性が示唆された．

2. ババチビドロムシ　Mexico masamii (M. Sato, 1994)
＜データ＞ 2exs. ほか 3 個体目撃 , 南あわじ市　沼島，25．

viii．2019．　

＜現地の様子・観察記録＞
確認地は沼島海水浴場西側の岩礁帯である（図 5）．

確認位置は潮上帯と推察され，波の影響をあまり受けな
いと思われた岩の割れ目に静止した，あるいは表面を
這っていた個体を採集した（図 6）．岩は薄く板状に剥
がれやすく，剥がれた箇所から本種の幼虫と思われる個
体が出現したが，当個体は採集後に紛失したために種の
確定ができていない．

図3　岩盤上の水膜中の個体． 図4　ニッポンセスジダルマガムシの分布　●：既知産地　★：本報告
　　（新井 (2011)，M. A. JACH(1998)，大桃・高橋 (2006)，菅谷 (2009)，

田村 (2007)，吉富 (2014)，Yoshitomi・Sato(2001a) を参考に作成 )．

 

確認環境に関する情報等 成虫確認月 出典

福島県 いわき市
海岸
いわき市の海岸沿いは岸壁が多いので本種は広く分布していると思われる

8月 田村(2007)

茨城県 日立市
海岸段丘壁、日陰のあるしみ出る淡水中に静止あるいは歩行する個体が多く、
直射日光の当たる所では、多くが割れ目の陰に潜んでいた

8月
9月
10月

大桃・高橋(2006)

埼玉県 秩父市
巨大な岸壁の下部、岩盤から湧水が染み出し湿っている箇所
コマルシジミガムシやコモンシジミガムシを同時に確認

7月 新井(2011)

千葉県 銚子市
海食崖の淡水がしみ出しているところ
　・草本やアオミドロが少なくやや無機的な環境で、コモンシジミガムシも確認
　・かなり有機的な環境で、コモンシジミガムシやセスジダルマガムシも確認

3月 菅谷(2009)

東京都 三宅島
（環境写真の掲載先ＵＲＬが示されていたが確認できなかった
　2020年1月20日現在）

6月 吉富(2014)

静岡県 伊豆半島 in fresh water on a cliff at the sea shore 9月 M.A.JACH(1998)

海岸の岸壁を伝う淡水の細流から採集したのではないかとのこと
 （採集者  友国雅章氏からの採集状況の聞き取り）

吉富ほか(2000)

沖縄県
沖縄島
宮古島

採集地は海岸崖の近くに位置し、
宮古島での採集個体は、基準産地のような淡水の滴りのある砂岩の崖

4月
8月

Yoshitomi
　・Sato(2001a)

記録地

表1　文献からの情報（ニッポンセスジダルマガムシ）．



-3-

きべりはむし，43 (1)，2020．

＜他の情報との比較から＞
筆者は，度々，本種の確認情報を短報等で目にして

いたことから，比較的稀な種で注目を浴びているのだろ
うと思い込んでいた．ところが，実際には 1994 年の記
載以降，南西諸島を中心に 17 都県から採集等の記録の
報告がなされていた．既にその範囲は佐渡－関東以西か
ら南西諸島まで，外海と内海を問わず沿岸に広く分布し
ていた．報告された記録を基にした分布を図 7 に示す．
また，成虫を主に，確認地や環境に関する情報等を引用
した文献名とともに表 2 に示した．

これまでの記録では，本種は岩礁の潮間帯から潮上
帯にかけて観察され，成虫は潮上帯からの観察が多い．
跳ね出た個体 ( 中島，2005)，岩表面の窪みや割れ目
( 浅野ほか，2012；小野ほか，2012；林，2007a；林，
2012；河上・林，2007；松田，2018)，風化した石片
裏（藤谷，2006；山地，2006）等のほか，タイドプー
ルに浮いていた ( 松田，2018) や小さな水たまりで集中

して見られた ( 稲畑・上手，2018) 観察例等があった．
現地での確認環境は，これまでの報告と異なること

はなかった．分布や生息環境から判断すると，沼島での
発見は驚く事ではなかった．現在のところ兵庫県での記
録は当地のみであるが，本土側での発見も十分に予測さ
れる．県内での追記録を期待したい．松田（2018）で
は山口県下関市における野外観察例が生息環境写真とと
もに報告されている．本種を含めた 8 種の海岸性の生
物の生息地の環境写真が掲載されており，探索する対象
環境がイメージをしやすい．

おわりに
兵庫県でニッポンセスジダルマガムシとババチビド

ロムシを初めて記録し，これまでに国内から報告された
情報と比較した．ニッポンセスジダルマガムシは海蝕崖
の表面を流れていた淡水中より，ババチビドロムシは岩
礁の潮上帯より採集した．いずれもこれまでの国内にお
ける記録と同環境から採集された．ニッポンセスジダル
マガムシは冬季にも活動する個体が確認された．これま
での確認報告をまとめたことで，今後，新産地や新知見
等が報告され，さらにそれらを基に研究活動が進められ
てゆく一助になれば幸いである．

謝辞
本稿を作成するにあたり，吉富博之氏（愛媛県）に

は記録の報告を勧めて戴いた．稲畑憲昭氏（京都府）と
上手雄貴氏 ( 岐阜県 ) には文献のご教示を，入手には生
川展行氏（三重県）に労を取っていただいた．森正人氏
( 兵庫県 ) には現地調査に同行していただき，撮影され
た画像の提供を受けた．誌上をお借りしてお礼を申し上
げる．

図5　確認環境（ババチビドロムシ）． 図6　確認風景．

図7　ババチビドロムシの分布　　●：既知産地　★：本報告
　　（浅野ほか (2012)，藤谷 (2006)，藤原 (2009)，林 (2007a)，林 (2008)，

林 (2012)，稲畑・上手 (2018)，亀澤 (2017)，河上・林 (2007)，松田 (2018)，
中島 (2005)，生川ほか (2011)，岡田 (2015)，沖縄防衛局 (2017)，小野
ほか (2012)，坂本 (2012)，Sato(1994)，山地 (2006)，Yoshitomi(1998)，
吉 富 (2011)， 吉 富 (2014)，Yoshitomi(2019)， 吉 富・ 新 井 (2004)，
Yoshitomi・Sato(2001b) を参考に作成 )．
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記録地 確認環境に関する情報等（主として成虫） 出典

千葉県
銚子市　　館山市
南房総市

コロコブセスジダルマと同所的(潮間帯から潮上帯の岩の割れ目) に得られることもあるが、
特に成虫は潮上帯を好む傾向がある
波の影響を受けない岩の窪みに静止していることが多かった

小野ほか(2012)

東京都 式根島　　神津島 （環境写真の掲載先ＵＲＬが示されていたが確認できなかった　2020年1月20日現在） 吉富(2014)

神奈川県 横須賀市　三浦市 潮位160㎝以上の、岩礁表面に生じた窪みに生息する 浅野ほか(2012)

新潟県 佐渡市 岩礁地帯 亀澤(2017)

愛知県 知多半島
海岸沿いの砂岩を主とした崖で満潮時に波のかかる位置
成虫は干潮時に湿った岩上に小さなハネカクシやフナムシと共に姿を現し、
乾燥した岩では観察できなかった

Yoshitomi
　・Sato(2001b)

常滑市 － Yoshitomi(2019)

三重県 鳥羽市 　志摩市 － 生川ほか(2011)

和歌山県 すさみ町 － 岡田(2015)

島根県 出雲市
成虫は日中、岩の割れ目にひそんでいる個体や岩の窪みの中を歩いている個体が観察される
磯の潮間帯に生息する海岸性種、
島根半島では恒常的には潮をかぶりにくい潮間帯の上限付近に生息

河上・林(2007)

日中、岩の割れ目に潜んでいる場合と、岩の表面を歩行している場合がある
潮位変化が不規則な日本海側ではどのような周期で本種が活動しているのか不明である

林（2007a)

成虫は7月から8月に出現、潮上帯にある岩の割れ目に潜んでいる。 林(2012)

岡山県 倉敷市

砂浜の端の岩浜の部分
風化した岩のかけらを取り除いたところ、隙間の奥にいた
フジツボの付着している最上部付近の狭い範囲、その場所は周囲の岩肌に比べ、
木の陰になっていて温度がいくぶん低かったようだ

山地(2006)

広島県

広島市　呉市
竹原市　尾道市
福山市　廿日市市
江田島市

海岸岩礁や海食崖の潮上帯 坂本(2012)

光市
小潮で、十分に汐が引いていない状況
風化によりブロック状に剥離する岩の隙間からアオキツツムネハネカクシ（Diaulota aokii)を採集中、
同様な生息環境で風化したブロック状に剥離するの岩を母岩から抜き取ったところ、その奥から発見した

藤谷(2006)

下関市
成虫と幼虫は潮上帯の岩礁の隙間に生息していることが多い
潮間帯のタイドプールに浮いていた

松田(2018)

愛媛県 松山市 －

高知県 土佐清水市 （生息環境として岩礁の写真あり）

長崎県 西海市 岩礁の隙間を歩いていた個体 藤原(2009)

宮崎県 延岡市
比較的長く続く岩礁地帯
付近を散策中に、跳ねて岩の窪みの水たまりに落下したところを採集した
一般的に満潮時にも水没しない程度の位置の岩石表面の窪みから発見される

中島(2005)

屋久島 干潮時の岩礁の表面 Yoshitomi(1998)

奄美大島　徳之島
沖永良部島
与論島
沖縄島　伊良部島

竹富島

採集時は干潮で、岩礁が広く出現していた
高潮線のすぐ下部の直径10-20㎝前後の小さな水たまりに集中して見られた
潮だまりに海水が残っている場合は水際部に集中しており、海水がたまっていないところでは、全体的に
静止している姿が観察された

稲畑・上手(2018)

久米島 － Yoshitomi(2019)

山口県

吉富(2011)

Sato(1994)

沖縄県

鹿児島県

干潮時のサンゴ礁

表2　文献からの情報（ババチビドロムシ）．
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